
令和６年２月２９日(木) 

 

アリとキリギリス(The Ants and the Grasshopper) 

 

夏のある日、キリギリスが野原で歌を歌っていると、アリたちが

ぞろぞろ歩いてきました。 

「おい、アリさんたち。何をしてるんだい？」 

「これはキリギリスさん、私たちは食べ物を運んでいるんですよ」 

「ふーん。だけど、ここには食べ物がいっぱいあるじゃないか。

どうして、いちいち家に食べ物を運ぶんだい。僕みたいに、お腹が

空いたらその辺にある食べ物を食べて、あとは楽しく歌を歌ったり、

遊んだりしていればいいじゃないか」 

「でもね。キリギリスさん。今は夏だから食べ物がたくさんある

けど、冬が来たら、食べ物はなくなってしまいますよ。今のうちに

たくさんの食べ物を集めておかないと、あとで困りますよ」  

アリたちがそう言うと、キリギリスはバカにした様に、笑って  

「まだ夏が始まったばかり。冬の事は冬が来てから考えればいい

のさ」 

そう答えると、また歌を歌い始めました。それからもキリギリス

は毎日陽気に歌って暮らし、アリたちはせっせと家に食べ物を運び

ました。 

やがて夏が終わり、秋が来ました。キリギリスは、ますます陽気

に歌を歌っています。そしてとうとう、寒い寒い冬がやって来まし

た。野原の草はすっかり枯れ果て、キリギリスの食べ物は１つもな

くなってしまいました。 

「ああ、お腹が空いたな。困ったな。あっ、そうだ。アリさんた

ちが、食べ物をたくさん集めていたっけ。よし、アリさんたちに何

か食べ物をわけてもらおう！」 

キリギリスはアリの家にやって来ましたが、アリは家の中から、 

「だから、食べ物がたくさんある夏の間に食べ物を集めておきな

さいと言ったでしょう。家には私たちが食べる分しかないから、悪

いけど、キリギリスさんにはあげられません」 

と言って、玄関を開けてくれませんでした。 

キリギリスは雪の降る野原の真ん中で、寒さに震えながらしょん

ぼりしていました。 

先を見て行動している者は、いざというとき蓄えがありますが、今、

楽をしている怠け者は、後で痛い目に逢うというお話しでした。 


